
第２回福山市営競馬場跡地利活用検討懇話会次第 

 
 
 
 
 
 
１ 開 会 

 
 ２ 市民アンケート調査結果について 

 
３ 跡地を取り巻く環境の整理，跡地利活用の方向性・導入機能のイメージ

について 
 
 ４ その他 

 
５ 閉 会 

 
 

＜配布資料＞ 
参考資料１ 跡地開発の類似事例 

 参考資料２ 第１回懇話会意見まとめ 
 

日 時：２０１３年(平成２５年)１１月２０日（水)

１９時開会 

場 所：市役所本庁舎３階 大会議室 



 
市民アンケートの結果（概要）１ 

 
■ アンケートの目的  
アンケートは、福山市の中心部に残された唯一の広大地である市営競馬場
跡地の利活用にあたり、将来にわたり市に活力を与えるとともに、市民に希
望ある未来と心安らぐ豊かな暮らしを実感してもらえるよう、市民の意見を
幅広く伺うことを目的に実施した。 

【２】市の魅力と課題（問 5） 
（福山市の魅力と感じている点） 

最も多かったのが，「豊かな自然環境」（22.7%），次いで「商業施設の充実（買い物が便利）」（21.5%），「医療施設の充実」（16.4%）とな
っている。  

（福山市の課題と感じている点） ■ 調査の概要 
最も多かったのが，「娯楽・レジャー施設の充実」（59.8%），次いで「公共交通機関の充実」（52.9%），「魅力的な観光資源」（49.5%），「ス
ポーツを楽しめる場所や機会の充実」（46.1%），「働く場の確保」（46.0%）となっている。 

実施期間：2013 年 9 月 27 日（金）～10 月 11 日（金） 
調査対象：福山市内に住民登録されている 18歳以上の個人から 3,000 人を 

 無作為抽出 
※魅力や課題と感じている点が今後の福山市のポテンシャル（潜在能力・可能性）になると思われる。 回答数 ：1,205 人（回答率：40.2％） 

 調査方法：質問票によるアンケート調査（郵送） 

男性
42.6%

女性
56.8%

無回答
0.6%

  
 ■ 結果概要 
 そう思う【１】回答者の属性 普通 そう思わない 分からない 無回答
 

（問 1）性別 
「男性」が 42.6%、「女性」が 56.8%
となっており、女性が約 6割を占める。 

 
 
 
 
 
（問 2）年齢 

「60 歳代」が最も多く 24.1%、次い
で「40 歳代」が 17.5%、「50 歳代」が
16.5%となっており、50 歳以上が約 6
割を占める。 
 
 
 
 
 

（問 3）居住地域 
市営競馬場跡地の周辺地域を含む
「中央」が最も多く 40.3%、次いで「東
部」が 21.1%、「北部」が 14.3%とな
っている。 
 
 
 
 
 

（問 4）職業 
「会社員」が最も多く 28.9%、次い
で「無職」が 21.0%、「家事専業」が
17.6%となっている。回答者の性別が
女性 6割、年齢が 50 歳以上 6割であ
ることから、無職、家事専業の比率が
高くなっていると考えられる。 
  

 

娯楽・レジャー施設が充実している

魅力的な観光資源がある

医療施設が充実している

公共交通機関が充実している

5

6

17

18

14

15

10

7

1

2

3

4

16

11

12

13

スポーツを楽しめる場所や機会が充実している

8

9

治安が良く，安心して暮らせる環境が整っている

多種多様な製造業が集積している

働く場が十分に確保されている

商業施設が充実している（買い物が便利）

豊かな自然環境がある

公園・緑地が充実している

芸術・文化に触れ合い，活動できる場所・機会が充実している

高齢者，障がい者が暮らしやすい環境が整っている

その他

子どもを産み，育てられる環境が整っている

教育環境が充実している

地域コミュニティ活動が活発である

防災体制が充実し，安心・安全に暮らせる環境が整っている

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

20歳代
8.8%

30歳代
15.0%

40歳代
17.5%

50歳代
16.5%

60歳代
24.1%

70歳代
15.8%

無回答
0.2%

80歳以上
0.5%

19歳以下
1.5%

南部
7.8%

中央
40.3%

東部
21.1%西部

7.1%

北部
14.3%

北東
9.0%

無回答
0.4%

自営
7.7%

会社員
28.9%

ﾊﾟｰﾄ・ｱ
ﾙﾊﾞｲﾄ
13.2%学生

無職
21.0%

無回答
1.1%

家事専業
17.6%

農林漁業
1.3%

2.7%

公務員･
団体職員

6.5%

22.7%

10.4%

21.5%

4.6%

13.5%

16.4%

6.6%

14.2%

4.7%

14.0%

4.1%

6.6%

5.6%

7.3%

5.1%

8.0%

5.9%

29

3.6%

2.4%

54.5%

45.9%

45.3%

.4%

30.5%

58.5%

36.7%

45.3%

38.2%

60.7%

41.7%

49.8%

54.3%

44.3%

39.3%

48.0%

47.7%

18.3%

39.4%

29.7%

59.8%

49.5%

20.2%

52.9%

24.1%

46.0%

21.2%

41.7%

30.6%

28.7%

39.3%

46.1%

30.0%

31.6%

13.9% 2.5%

2.2%

2.2%

91.8%

12.5%

11.7%

7.3%

9.1%

10.7%

10.4%

8.5%

7.1%

2.2%

1.7%

2.5%

3.6%

4.0%

0.9%

2.0%

1.8%

2.2%

2.2%

2.2%

2.6%

2.2%

2.0%

1.9%

2.2%

2.3%

2.8%

2.2%

2.6%

2.3%

2.7%
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市民アンケートの結果（概要）２  

 【３】競馬場跡地の利活用 

関心が
ある
45.7%

無回答
1.7%

少し関心
がある
30.2%

関心がない
4.1%

どちらとも
いえない

7.3%

あまり関心
がない
11.1%

 （問 6）関心度 
（問 9）求める機能（最大で 3 つまで選択）／（問 10）求める具体施設（自由記述） 「関心がある」が最も多く45.7%、

次いで「少し関心がある」が 30.2%
となっており、合わせて 7 割以上
の回答者が競馬場跡地の利活用に
関心を示している。 

 
①求める機能 
求める機能としては、「公園・広場・緑地」が最も多く延べ 515 人（42.7％）が選択している。次いで、「娯楽・レジャー機能」が同 429 人
（35.6％）、「スポーツ・健康機能」が同 387 人（32.1％）、「商業機能」が同 360 人（29.9％）、「コンベンション機能」が同 260 人（21.6％）
となっている。  
②利用する頻度  
 選択した機能を利用する頻度として、週 1 回以上利用する回答者が多い順に、「商業機能」が 56.4%（「ほぼ毎日」4.2%、「週に数回程度」
19.4%、「週に 1 回程度」32.8%）。次いで「スポーツ・健康機能」が 41.1%（「ほぼ毎日」2.1%、「週に数回程度」14.5%、「週に 1 回程度」
24.5%）、「娯楽・レジャー機能」が 39.6%（「ほぼ毎日」1.6%、「週に数回程度」12.6%、「週に 1回程度」25.4%）となっている。 

 
 

 

バイク
0.5%

自転車
6.7%

バス
11.0%

徒歩
2.4%

その他
1.7%

無回答
2.2%

自家用車
75.4%

 「マンション・住宅」は「ほぼ毎日」が 15.2%、「ほとんど行かない」が 42.4%となっているが、これは、居住するものであり「行く」とい
う選択肢が該当しなかったためと考えられる。 

（問 7）交通手段 
競馬場跡地までの交通手段は「自
家用車」が最も多く 75.4%、次いで
「バス」が 11.0%となっている。一
方で、「徒歩」「自転車」「バイク」
はそれぞれ 1割以下となっている。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（問 8）利活用のテーマ（最大で 2 つまで選択） 
跡地の利活用に最もふさわしいと考えるテーマとして、「市内外から多く
の人が訪れ、にぎわいを生み出す場所」が最も多く延べ 508 人（42.2％）
が選択している。次いで、「子育て世代からお年寄りまで健やかで心豊かに
過ごせる場所」が同 393 人（32.6％）、「水・緑が豊かで多くの人が集い憩
える場所」が同 332 人（27.6％）、「産業に活力を与え、人・モノ・情報が
交流する場所」が同 265 人（22.0％）、「スポーツや健康づくりが行える場
所」が同 252 人（20.9％）となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

計

構成比

178 科学館・道の駅・物産館

14.8% ふれあいの里・花の施設・博物館、等

429 ギャンブル施設・遊園地・テーマパーク

35.6% 水族館・動物園・プラネタリウム・市民農園・図書館、等

360 ショッピングセンター・アウトレット・大手スーパー

29.9% 百貨店・その他大型商業施設、等

260 イベント・コンベンション会場・ドーム

21.6% コンサートホール、等

140 多目的施設・市民交流の場

11.6% その他福祉健康関連・ギャラリー、等

33 マンション・住宅

2.7%

104 保育園・幼稚園（介護施設との複合施設含む）

8.6% 遊技場（児童館・子ども図書館・屋内公園）、等

131 医療機関（総合病院）

10.9% 小児専門医療機関、等

126 介護福祉施設

10.5% 老人大学、等

73 福山市立大に看護科の設立

6.1% 看護学校、等

230 文化会館・公会堂・茶道会館

19.1% 現代美術館・芸術文化村、等

387 体育館（市立体育館）・スポーツセンター・運動公園

32.1% サッカー場・野球場・グランドゴルフ場・プール・テニスコート、等

515 公園・広場（芝生・ステージ・キャンプ・ドッグラン・遊具等）

42.7% 花園・庭園（バラ・イルミネーション等）・馬事公苑、等

73 防災拠点・避難施設・国際防災研究所

6.1% 災害対策施設（体験施設）、等

80 企業誘致・大学誘致・産業支援

6.6% ＥＶ開発センター、等

25 領事館

2.1%

18 太陽光発電施設

1.5% 駐車場・バスセンター・ターミナル駅、等

回答母数 1,205

産業支援機能

国際交流機能

芸術・文化機能

スポーツ・健康機能

市民交流機能

マンション・住宅

公園・広場・緑地

防災機能

子育て支援機能

医療機関

介護福祉機能

教育機関

観光機能

娯楽・レジャー機能

商業機能

コンベンション機能

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17 その他

 
 
 
 
 

構成比 100.0%

14.8%

35.6%

29.9%

21.6%

11.6%

2.7%

8.6%

10.9%

10.5%

6.1%

19.1%

32.1%

42.7%

6.1%

6.6%

2.1%

1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

教育や芸術・文化など，
知的好奇心が刺激される場所

水・緑が豊かで，
多くの人が集い憩える場所

スポーツや健康づくりが
行える場所

その他

市内外から多くの人が訪れ，
にぎわいを生み出す場所

産業に活力を与え，
人・モノ・情報が交流する場所

環境にやさしく安心・安全で
快適な暮らしが実現できる場所

子育て世代からお年寄りまで
健やかで心豊かに過ごせる場所

42.2%

11.5%

32.6%

22.0%

16.3%

27.6%

20.9%

4.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

508人

139人

393人

265人

197人

332人

252人

58人
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市民アンケートの結果（概要）３ 

 
（問 11）期待する効果（最大で 3 つまで選択） 

期待する効果としては、「地域経済の活性化」が最も多く延べ 570 人（47.3％）が選択している。次いで、
「健康増進・福祉の向上」が同 420 人（34.9％）、「生活利便性の向上」が同 408 人（33.9％）、「公共施設・
公共サービスの充実」が同 299 人（24.8％）、「観光振興・集客力の向上」が同 281 人（23.3％）となってい
る。 
 
 

7.6%

33.9%

24.8%

23.3%

4.6%

20.2%

34.9%

8.5%

21.2%

16.6%

11.5%

2.3%

47.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

人口の増加

生活利便性の向上

地域経済の活性化

公共施設・公共サービスの充実

観光振興・集客力の向上

国際交流の進展

自然環境・景観の保全

健康増進・福祉の向上

防災・安全性の向上

教育・文化の振興

市の知名度の向上

就労機会の充実

その他

92人

408人

570人

299人

281人

56人

244人

420人

102人

255人

200人

138人

28人

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
（問 12）利活用の進め方 

その他
1.5%

無回答
3.7%

跡地全体
の利活用
51.0%段階的に

利活用を
行う
25.1%

必要な分
だけの
利活用
18.6%

「跡地全体の一体的な利活用」を求める回答が最も多く
51.0%。次いで「段階的に利活用を行う」が 25.1%、「必要
な分だけの利活用に留め、残りは将来活用できるようにし
ておく」が 18.6%となっている。 
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跡地を取り巻く環境の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土地利用の基本方針 
 

将来にわたって都市に活力を与え，市民

に希望ある未来と心安らぐ豊かな暮ら

しが実感できるよう，立地の優位性を生

かした都市戦略と持続可能な行政サー

ビス（行政サービスの再構築）の観点か

ら，本市の将来の発展の礎となる公共的

な土地利用を基本とする。 

 

 

◆基本構想に求める機能 
○ 市の発展に資するもの 

○ 市民の生活向上に資するもの 

○ 行政課題の解決に資するもの 

 

◆基本構想の策定に当たっての視点 
○ グローバル 

○ 広域性 

○ 都市ブランド 

○ 地域特性（拠点性・文化・自然等） 

○ 実現性 

○ 収益性（税収，経済効果）  

○ 民間活力及び官民連携・協働 

○ 国県との連携 

○ 周辺地域との一体化に配慮した利活用 

社会経済情勢と福山市のポジショニング 
●経済等のグローバル化の進展 
企業における国際取引や海外進出の増加 
港湾を中心とした物流拠点の強化 
海外からの労働者の増加 
オンリーワン・ナンバーワン技術の蓄積 
鞆の浦をはじめとする多様な観光資源の再認識 
●地球環境問題の深刻化 
緑豊かな山や丘陵，芦田川等の恵まれた自然環境
産業界を中心としたリサイクル等の３Ｒの取組 
次世代エネルギーパークを中心とした環境関連産
業の集積 
●少子化・高齢化，人口減少の進行 
定住志向は高いが就学や就職による社会減の懸念
高い合計特殊出生率 
介護福祉施設が充実 
協働のまちづくりの推進 
●安心・安全への関心の高まり 
温暖な気候と少ない自然災害 
ユニバーザルデザインの推進 

競馬場跡地のポテンシャル 
 
●市中心部に残された最後の広大地である。 
●福山駅や高速ICから比較的近く広域アクセスに優
れるとともに，鞆の浦との中間に位置する。 
●都市機能が集積する中心市街地と周辺市街地（住
宅・工業地）との接点に位置する（用途地域は，
準工業地域）。 
●中心市街地との機能の役割分担や連携強化によ
り，相乗効果が期待できる。 
●芦田川に面し，水・緑に触れ合える。 
●生活環境（立地条件や芦田川の環境等）が良く，
 魅力的な住環境が整っている。 
●良好な交通アクセスや広大な敷地を活かした，一
体的な利活用が図れる。 
●周辺住民等の災害時の避難場所としての役割が必
要である。 
●周辺は医療機関の集積地である。 
●周辺に竹ヶ端運動公園等のスポーツ施設があり，
連携が図れる。 

主要な行政施策・課題 
●都市ブランド戦略 
魅力発信，知名度向上，市に対する市民の愛着・
誇りを深める 
●観光振興・交流推進 
観光誘客，コンベンション等受入環境の充実，渋滞の
解消 
●ものづくりと産業の振興 
産学官連携等による事業展開，ものづくりを支え
る人材の確保・育成等の支援 
●中心市街地の活性化 
賑わい集客，商業振興 
●安心・安全・環境 
防犯・防災対策の強化，自然との共生，低炭素・
循環型社会の構築 
●次代を担う人づくり 
教育環境の充実，生涯学習の推進 
●公共施設サービスの再構築 
公共施設の適正配置・保有総量の縮小等 
社会体育施設の再構築 
●心の豊かさ 
100 万本のばらのまちづくり 

市民意見（アンケート結果） 
 
●市の魅力と感じている点（※各項目ごとの割合） 
①豊かな自然環境（22.6％） 
②商業施設の充実（買い物が便利）（21.6％） 
③医療施設の充実（16.4％） 

●市の課題と感じている点（※各項目ごとの割合） 
 ①娯楽・レジャー施設の充実（59.6％） 
②公共交通機関の充実（52.8％） 
③魅力的な観光資源（49.5％） 
④スポーツを楽しめる場所や機会の充実（46.0％） 
⑤働く場の確保（46.0％） 
●跡地利活用のテーマ（※2つまで選択可） 
①市内外から多くの人が訪れ，にぎわいを生み出す場所（42.1％）
②子育て世代からお年寄りまで健やかで心豊かに過ごせる場所（32.6％）
③水・緑豊かで，多くの人が集い憩える場所（27.7％） 
④産業に活力を与え，人・モノ・情報が交流する場所（21.9％）
⑤スポーツや健康づくりが行える場所（21.0％） 

●求める機能（※3つまで選択可） 
①公園・広場・緑地（42.8％） 
②娯楽・レジャー機能（35.5％） 
③スポーツ・健康機能（32.0％） 
④商業機能（30.0％） 
⑤コンベンション機能（21.6％） 

競馬場跡地のポテンシャル 市民意見（アンケート結果） 

現在の社会経済情勢※と福山市の現状 主要な行政施策・課題や方向性 
※各項目の見出し 

強 み 弱 み 

・芦田川に面した跡地は，
市中心部に残された最後
の広大地 
・良好な交通アクセスや広
大な敷地を活かした，一
体的な利活用が可能 
・跡地の用途は準工業地域
であり，土地利用規制が
比較的緩やか 
・跡地周辺には多くの医療
機関が集積 
・温暖な気候で災害が少な
く，定住志向が強い 
・合計特殊出生率が高く，
介護福祉施設も充実 
・観光資源としての鞆の浦
・次世代エネルギーパーク
を中心とした環境関連産
業が集積 
・豊かな自然環境 

・跡地の利活用には道路等
一定の基盤整備が必要 
・跡地は福山駅から徒歩圏
外（徒歩約 30 分） 
・大規模なコンベンション
施設や本格的なシティホ
テルが少ない 
・人ロ規模の割に知名度が
低い（都市ブランド戦略）
・就学や就業による社会減
の懸念 
・市民は，娯楽・レジャー
施設や観光資源，スポー
ツを楽しめる場所や機会
などを課題と認識 
・ものづくりを支える人材
の確保・育成等の支援 

内
 
部
 
環
 
境
 
（
福
山
市
）
 

機 会 脅 威 

外
 
部
 
環
 
境
 
（
全
国
・
社
会
全
体
）
 

・超高齢社会の到来に伴う
健康・シニアビジネスの
隆盛 
・景気が回復傾向，デフレ
脱却の兆し 
・景気に左右されるものの
レジャー・観光需要が増
大傾向 
・アジアを中心とした新興
国の経済発展に伴い，国
際イベントや国際会議件
数が増加 
・地球温暖化や東日本大震
災を契機とした環境やエ
ネルギーに対する意識の
高まり 

・少子化・高齢化，人口減
少の進行と世帯規模の縮
小化 
・中心市街地の空洞化 
・経済のグローバル化によ
る産業空洞化の懸念と雇
用力の減退 
・地方自治体の財政環境の
悪化と公共投資余力の減
少 
・備後圏域全体の人口は既
に減少傾向 
・周辺都市に大規模集客施
設が立地 

跡地（福山市）を取り巻く環境の整理（主なもの） 
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跡地利活用の方向性・導入機能のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●公園・広場・緑地機能 
・芦田川に面した広大地，水と緑

の環境を活かした市民が誇れる

魅力的な空間を整備し，だれも

が思い思いに集い・憩い・散策

でき，愛着が持てる場。 

 

 
●スポーツ・健康機能 
・市民が幅広く，気軽にスポーツ

や健康づくりを楽しめる拠点。

核施設としては，例えば，老朽

化した市体育館を建替え，大規

模な大会などの開催も可能な規

模・機能を有した総合体育館が

考えられる。このほか，芦田川

との一体的な活用を踏まえる

と，ジョギング，カヌーなども

想定される。 

 

 

●賑わい・集客機能 
・市内外からの多様な人々が集い，

賑わい・集客の核となる場。そ

のためには,公園・広場・緑地と

の一体的な活用による一日楽し

く過ごせる場としての整備が考

えられる。 

 

●創造・交流機能 
・福山ブランドの創造・発信，国

内外の交流人口の増大をめざす

場。市民や企業の多様な活動・

交流の拠点となるスペースのほ

か，需要が見込めれば，国際的

な会議・各種学会の開催も可能

な施設の整備も考えられる。  

 

●産業支援機能 
・ものづくりに代表される福山独

自の技術やノウハウを継承・発

展させる場として，産学官連携

施設や研究施設等の整備が考え

られる。 

 

●教育機能 
・次代を担う子どもの育成，日本

一子育てしやすいまちとして，

先進的な教育環境の整備が考え

られる。 

 

●医療・福祉機能 
・子どもから高齢者までだれもが

安心・安全に暮らせる高度かつ

先進的なまち。 

 

●その他の機能 
・その他，芸術・文化機能，商業

機能，居住・宿泊機能，子育て

支援機能が考えられる。

懇話会の意見や市民アンケート，行政課題等を踏まえた導入機能の例 

 
●芦田川に面した跡地全体を市民が誇りに思える上質で緑豊かな多機能空間として，
だれもが自由に集い・憩い・活動でき，次の 100 年のまちづくりのシンボルとなる
場の創造をめざす。 

●次なる 100 年の福山の発展の礎となるべく，地域特性を活かした新たな価値創造に
向けて，人づくり・ものづくり・コトづくりにチャレンジする創造・交流の場づく
りをめざす。 

跡地利活用の方向性（案） 

Ａ機能 

芦田川 

周辺 
市街地

緑豊かな 
人々が集う場の創造 
（フィールド） 

連携 
交流 

周辺 
市街地

連携 
交流 

連携 
交流 

既成市街地の 
住環境への配慮 
 

中心市街地等 
との役割分担 
 

河川空間と連携 
した利活用 

Ｃ機能 Ｂ機能 

＜イメージ＞ 

これらのうちから， 
市の将来の発展に資すると思える機能
を位置付ける。 

仕組みづくりやニーズを含め，十分に検討が必要なも

のや多大な費用が想定されるものについては，官民連

携・協働も含め長期的な取り組みとする。 

長期の取組 
行政課題の解決等，行政主導（一部民間活力）

で早期に整備が可能なものについては，短期

或いは中期的な取り組みとする。 

短期・中期の取組 



跡地開発の類似事例
平成25年8月20日時点の情報に基づいて作成

跡地種別

都市名 人口 旧施設（※１） 敷地規模 施設（まち）の名称 導入施設（※２） 整備主体 整備手法 進捗状況 テーマ 整備主体
競馬場跡地

新潟県三条市 約10万人
三条競馬場
（H14閉鎖）

約8ha 防災広場
高水敷広場，交流施設（水防センター）
（場外馬券発売所）

三条市 公共事業 整備中 公園・広場・スポーツ 公共主導

栃木県宇都宮市
（中核市）

約52万人
宇都宮競馬場
（H18閉鎖）

約20ha 総合スポーツゾーン
隣接する総合運動公園を拡張整備（陸上競技
場兼サッカー場，多目的広場）

栃木県
H25年に総合スポーツゾーン全体構
想を策定

公園・広場・スポーツ 公共主導

栃木県足利市 約15万人
足利競馬場
（H15閉鎖）

約21ha
足利赤十字病院
五十部運動公園

病院，運動公園（野球場，テニスコート等）
子どものための土地利用

日本赤十字社
足利市

無償借地
公共事業

病院，運動公園は整備済。
中央部は医療福祉系大学の誘致を断
念し，子供のための活用を検討中

公園・広場・スポーツ 公共主導

大分県中津市 約9万人
中津競馬場
（H13閉鎖）

約27ha 大貞総合運動公園
総合運動公園（総合体育館，野球場，多目的
広場，芝生広場等）

中津市 公共事業
総合体育館は整備済。
野球場等はH26年に供用開始予定

公園・広場・スポーツ 公共主導

北海道岩見沢市 約9万人
岩見沢競馬場
（H18閉鎖）

約57ha
市民農園（暫定利用）
スポーツ広場（サッカー場，乗馬エリア，
パークゴルフ），お花見広場等

岩見沢市 公共事業 H25年度に跡地利用計画を策定 公園・広場・スポーツ 公共主導

群馬県高崎市
（中核市）

約38万人
高崎競馬場
（H16閉鎖）

約11ha
（仮）群馬県
コンベンション施設

大規模コンベンション施設，
（場外馬券発売所）

群馬県 PFI導入を検討
Ｈ25年度から事業着手，H29に供用
開始予定

創造・交流 公共主導

山形県上山市 約3万人
上山競馬場
（H15閉鎖）

約12ha
蔵王フロンティア
工業団地

工場，
（場外馬券発売所）

東和薬品㈱
土地売却
定期借地

整備済 産業支援 民間主導

北海道旭川市
（中核市）

約35万人
旭川競馬場
（H20閉鎖）

約83ha
(平地41ha)

産業系団地
土地を所有する上川生産農業協同組
合連合会が産業用地として分譲中

産業支援

島根県益田市 約5万人
益田競馬場
（H14閉鎖）

約12ha
高等技術校，（場外馬券発売所）
市学校給食センター

一部の土地は公社が宅地分譲中

熊本県荒尾市 約6万人
荒尾競馬場
（H23閉鎖）

約26ha
自然学習・体験，緑地，商業，交流，レ
ジャー，医療・福祉，居住機能

H25年度に跡地活用調査を委託 公共主導

工場跡地 兵庫県尼崎市
（中核市）

約45万人
神戸製鋼工場
→尼崎市が取得

約10ha 尼崎スポーツの森
複合スポーツ施設（プール，フィットネス，
フットサル，グラウンド・ゴルフ，ウォー
ターパーク，多目的広場など）

ヤマハ発動機，
近畿菱重興産　等

PFI事業 H17年に供用開始 公園・広場・スポーツ 公共主導

兵庫県西宮市
（中核市）

約48万人
ｱｻﾋﾋﾞｰﾙ西宮工場
→西宮市が取得予定

約10ｈａ
多目的防災公園，市民病院，消防署，体育
館，駐車場等

西宮市 公共事業
西宮市が跡地の一部を取得する方向
で調整中

公園・広場・スポーツ 公民共同

京都府宇治市 約19万人 日産車体京都工場 約17ha
京都フェニックス
パーク

ベンチャー等企業誘致，産業振興ｾﾝﾀｰ，住宅 日産車体 民間事業 売却済 産業支援

神奈川県藤沢市 約42万人
パナソニック藤沢工
場

約19ha 藤沢スマートタウン
集合住宅・戸建住宅（約1000戸），商業施
設，子育て支援施設，高齢者施設

パナソニック，
パナホーム　等

民間事業 H26年にまちびらき予定 居住

その他 新潟市
（政令市）

約81万人 新潟西港 約16ha 朱鷺メッセ
大規模コンベンション施設，民間複合施設
（オフィス・ホテル・美術館等）

新潟県
第三セクター

公共事業
民間事業

H15年にオープン 創造・交流 公民共同

奈良市
（中核市）

約36万人 あやめ池遊園地 約19ha 近鉄あやめ池住宅地
住宅（戸建，集合住宅），小学校・幼稚園，
商業施設，有料老人ホーム，健康施設

近畿日本鉄道 民間事業 H22年にまちびらき 居住

大阪府吹田市
（特例市）

約36万人 エキスポランド 約17ha
ショッピングモール，水族館，シネマコンプ
レックス，教育施設，観覧車　等

三井不動産
民間事業
（定期借地）

H27年に開業予定 賑わい・集客・商業 民間主導

※１　青字：公的主体（国，地方公共団体，独立行政法人等）が所有していた土地

※２　赤字：構想段階で，事業未着手のもの

分類跡地利活用の状況所在地 敷地条件



 

   １ 第１回福山市営競馬場跡地利活用検討懇話会の 

     開催結果について 

提 案 ・ 意 見 

・ 駅前と跡地の 2つに拠点施設を作り，それを結ぶ通りを発展させ，都市の骨格を作る。 

・ 全体の 15ha に，どのような施設を効率的に複合化し，市民の夢が語れるようにするか。 

・ 市民に貢献できる公共施設と，まちの賑わいや市民生活に潤いが生まれる民間施設，両方で考える。 

・ 100 年の計，長い目で考える。福山城のように愛される場所。子孫が使い，観光資源として売り込んでいけるもの。 

・ 時のブームに乗るような施設は避け，欲張っていろいろなものを詰め込まない。 

・ 市民が希望する施設を造る。「造ったから来てください」ではなく「場所を提供するから使ってください」という考え方に。 

・ 100 周年記念事業と関連性を考える。100 周年には間に合わない。箱ものを造るにしても 2～3年かかる。 

●都市ブランド戦略，知名度向上 

・ 福山には世界に誇れるものが少ない。 

・ 都市ブランドの視点を重視したい。福山には，いろいろな施設が整っているが，集客をするにもイ

ベントをするにも中途半端。 

利 活 用 の 視 点 

●グローバル化に対応した交流機会の充実 

・ 福山には大規模な会議を開催できる施設がない。 

 

●新たな産業の創出 

・ 福山は中小企業のモノづくりの街であり，オンリーワン，ナンバーワンのモノづくりがたくさんある。

・ オンリーワン企業が多い一方で，十分に力を発揮できていない。 

●高齢者がいきいきと暮らせる住環境 

・ 高齢者を持つ家庭が増える中，血縁・地域関係が希薄化している。 

 

●安心して子育てができる住環境 

・ 近隣都市と比べてビジネスマンは多いが子どもが少ない。高校を出たら福山を出てしまい，帰って

こない。 

 

●医療，福祉の充実 

・ 最近，リハビリテーションの在り方が変わりつつある。 

・ この地域では看護師とコメディカル（放射線技師・理学療法士など）の人材が不足している。 

●行政課題としての施設の更新・充足 

・ 市の体育館は築後 45 年が経過し，老朽化している。 

・ 中核市として体育館の数は多くない。一方で多くのアスリートや競技団体を抱えており，全国レベル

の大会の開催要望もあるが，施設がなく不可能となっている。 

 

・ 福山のイメージを高め，世界に発信できる，シンボル的なものが欲しい。 

・ ユニークな施設を誘致し（例えば iPS 研究所，がん治療など先端医療施設），福山を誇れる場所にしたい。

・ 市内外から多くの人が集え，憩える場所。近隣市町にはない福山が誇れる施設。都市間競争に勝てるもの。

・ 100 万本のばらの植樹（跡地・ばら公園・駅の 3点を結ぶばらロードなど）。 

・ 鞆の浦の魅力を引き出すような工夫。 

 

・ モノづくりに役立つような研究施設や試験場を整備する。 

・ モノづくりや新しい産業創出の拠点となるようなもの（例えば子どもの科学的な学習など）。 

・ 少子高齢化時代のモデルとなるような都市を目指す。 

・ 子育て世代や高齢者に優しい公園を作り，そこを中心に市民が憩える場ができれば良い。 

・ 高齢者が社会に貢献し，勉強できる施設，集える場が必要である。 

・ 高齢化社会を見据え，低床式トラムなど公共交通網も一体的に開発する。 

・ 子どもたちが将来大人になり家庭を持った時に住み続けようと思える街，若者が帰ってくるまちづくりが

必要である。 

・ これから福山を背負っていく若いファミリー層や中高生のためのまちづくりを考える。 

・ 津山市に陽電子線施設ができることになったので，難しいかもしれないが，放射線治療分野のパイオニア・

三菱電機が福山に工場を持っているので，放射線治療施設は良いアイデアだと思っていた。 

・ 西日本のセンター的なリハビリテーションセンターが整備できれば，ものづくりにも関連してくる。若者た

ちを集めることもできる。 

・ 看護師，コメディカルの養成，若者の教育の観点。 

・ スポーツ施設の環境整備が必要である。 

・ 市民が気楽に利用でき，多目的なイベントができる大型体育館があれば良い。 

・ 体育館，ローズアリーナ，竹ヶ端運動公園など散らばった運動施設を集約する。 

・ 体育館なら西日本一，国際レベルのものを整備する。 

・ 福山駅の北側は公共施設（文化ゾーン）が充実しているが，まだない公共施設を南側に入れてはどうか。 

●中心市街地の活性化など賑わいの創出 

・ 福山には出かけたくなるような魅力的な場所が少ない。買い物は広島･岡山･倉敷に出かけている。 

・ 栄えているのはフジグラン辺りだけで，駅の南側にはほとんどない。 

・ 住みやすい街だが特色がない。典型的な中規模都市であまり元気がない。飲食店は頑張っている。 

 

・ 市民がいつも行きたくなり，毎日のように利用する場所を整備する。文化的な施設も必要だが，利用者と

しては魅力ある商業施設も必要である。 

・ 駅周辺の空洞化を避けつつ，うまく補完し，発展し合えるようにしなければいけない。 

●地域防災への取組み 

・ 福山は自然災害が少ないため，地震に対する意識が低く，知識が少ないと感じる。 

・ 市民の防災意識を高めるための施設を整備する（例えば「防災未来センター」）。 

・ 市民が緊急避難できる総合運動公園，大型体育館などを整備する。 

●自然と調和した環境づくり 

・ 芦田川に隣接しており，水辺と一体化した心地良さ，自然の資源がある。 

・ 水辺空間と結びつけて，周辺住民の憩いの場，魅力的な空間を作る。自然を活かして土地の魅力を引き出す。

・ 将来的に芦田川左岸にサイクリングロードを整備するなど長期的な視点でも考える。 

・ 芦田川など自然を含めた観点で考えると，その土地の魅力につながる。 

まちづくり・ 

コンセプトなど 

全体に関する意見 

 

 

賑わい

集客 

 

交流 

創造 

 

産業 

ビジネス

 

居住 

生活支援

 

健康 

安全安心

 

教育 

文化 

 

スポーツ

憩い 

 

・ 人が集い，会議ができるような施設を整備する。 

・ 流通センターやコンベンションセンターを整備し，地域に人を呼び込んで活性化できないか。 

・ コンベンションセンター（ビッグローズ）はあるが，現状は厳しい。見本市等は季節による偏りがあり，

（１） 日時 ８月２６日（月）１８：３０～２０：３０ 

（２） 意見まとめ 

次のとおり 
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